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(54)【発明の名称】 内視鏡用処置具

(57)【要約】
【課題】シース部ユニットと操作部ユニットとが着脱自
在な内視鏡用処置具において、シール部材に関連する部
分がシース部ユニットと共に使い捨てられないようにし
て、シース部ユニットを使い捨てた場合のロスを少なく
することができる内視鏡用処置具を提供すること。
【解決手段】注液口１５から注入された液体がシース部
ユニット１０の基端部から漏出するのを阻止するための
シール手段２７を操作部ユニット２０側に設けて、シー
ス部ユニット１０が操作部ユニット２０に取り付けられ
た状態では、シール手段２７がシース部ユニット１０側
から圧迫されることにより操作ワイヤ１２の外周面に密
接し、シース部ユニット１０の基端部がシールされた状
態になるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】操作ワイヤが軸線方向に進退自在に挿通配
置されている内部空間を経由して先端側の開口に連通す
る注液口が基端側に設けられたシース部ユニットと、上
記操作ワイヤを基端側から進退操作するための操作部ユ
ニットとが着脱自在に連結された内視鏡用処置具におい
て、
上記注液口から注入された液体が上記シース部ユニット
の基端部から漏出するのを阻止するためのシール手段を
上記操作部ユニット側に設けて、上記シース部ユニット
が上記操作部ユニットに取り付けられた状態では、上記
シール手段が上記シース部ユニット側から圧迫されるこ
とにより上記操作ワイヤの外周面に密接し、上記シース
部ユニットの基端部がシールされた状態になることを特
徴とする内視鏡用処置具。
【請求項２】上記シール手段が弾力性のある環状体であ
り、上記シース部ユニットを上記操作部ユニットに連結
する際には、上記操作ワイヤの基端部分が上記シール手
段内を通過する請求項１記載の内視鏡用処置具。
【請求項３】上記シール手段が、上記シース部ユニット
の基端面と上記操作部ユニットの先端面との間に挟み付
けられて潰されるように配置されている請求項１又は２
記載の内視鏡用処置具。
【請求項４】上記シール手段が、上記操作部ユニットを
構成する弾力性のある部材によって筒状に形成されてい
て、上記シース部ユニットによって縮径方向に押し潰さ
れるように配置されている請求項１又は２記載の内視鏡
用処置具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡用処置具に
関する。
【０００２】
【従来の技術】例えば内視鏡用の高周波スネア、高周波
切開具、或いはバスケット型異物回収具等のような内視
鏡用処置具においては、可撓性シース内に操作ワイヤが
軸線方向に進退自在に挿通配置されたシース部ユニット
と、その操作ワイヤを基端側から進退操作するための操
作部ユニットとが着脱自在に連結された構成になってい
る。
【０００３】そして、そのような内視鏡用処置具におい
ては、シース部ユニットの内部空間を経由して先端側の
開口に連通する注液口がシース部ユニットの基端側に設
けられており、注液口から注入された液体がシース部ユ
ニットの基端部から漏出するのを阻止するためのシール
用Ｏリングが、シース部ユニットに装着されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述のような内視鏡用
処置具のシース部ユニットは一般に耐久性が乏しく、ま
た患者間の感染防止等の見地からも比較的早期に使い捨
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てられ、操作部ユニットはそのような問題がないことか
ら長期にわたって繰り返し使用される場合が多い。
【０００５】したがって、シース部ユニットは使い捨て
ても無駄が少ないようにできるだけ低コストの構造にす
べきであるが、シース部ユニットの基端部をシールする
シール部材は、操作ワイヤの外周面に密着させる必要も
あることからシース部ユニットに配置されている。その
ため、シール部材の部品コストとシール部材を配置する
ための構造に要するコストがシース部ユニットと共に使
い捨てられてしまっていた。
【０００６】そこで本発明は、シース部ユニットと操作
部ユニットとが着脱自在な内視鏡用処置具において、シ
ール部材に関連する部分がシース部ユニットと共に使い
捨てられないようにして、シース部ユニットを使い捨て
た場合のロスを少なくすることができる内視鏡用処置具
を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用処置具は、操作ワイヤが軸線方向
に進退自在に挿通配置されている内部空間を経由して先
端側の開口に連通する注液口が基端側に設けられたシー
ス部ユニットと、操作ワイヤを基端側から進退操作する
ための操作部ユニットとが着脱自在に連結された内視鏡
用処置具において、注液口から注入された液体がシース
部ユニットの基端部から漏出するのを阻止するためのシ
ール手段を操作部ユニット側に設けて、シース部ユニッ
トが操作部ユニットに取り付けられた状態では、シール
手段がシース部ユニット側から圧迫されることにより操
作ワイヤの外周面に密接し、シース部ユニットの基端部
がシールされた状態になるようにしたものである。
【０００８】なお、シール手段を弾力性のある環状体で
形成し、シース部ユニットを操作部ユニットに連結する
際には、操作ワイヤの基端部分がシール手段内を通過す
るようにするとよい。
【０００９】そして、シール手段が、シース部ユニット
の基端面と操作部ユニットの先端面との間に挟み付けら
れて潰されるように配置されてもよく、或いは、シール
手段が、操作部ユニットを構成する弾力性のある部材に
よって形成されて、シース部ユニットによって縮径方向
に押し潰されるように配置されてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、本発明の第１の実施例の内視鏡用処
置具を示しており、この実施例は、本発明を内視鏡用異
物回収バスケットに適用した例を示している。
【００１１】図示されていない内視鏡の処置具挿通チャ
ンネルに挿脱される可撓性のシース１１は、例えば四フ
ッ化エチレン樹脂製チューブによって形成されており、
その内部には、操作ワイヤ１２が軸線方向に進退自在に
緩く挿通配置されている。
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【００１２】シース１１の先端は単純に開口しており、
そこから出入りする操作ワイヤ１２の先端部分に、複数
の弾性ワイヤによりかご状に形成されたバスケット１３
が連結されている。
【００１３】バスケット１３は、シース１１外において
は弾性ワイヤの弾性によって図２に示されるようにかご
状に膨らみ、操作ワイヤ１２によってシース１１内に引
き込まれると弾性変形して窄まる。
【００１４】シース１１の基端に取り付けられたシース
基端口金１４には、シース１１内に液を注入するための
注液口１５が側方に突設されていて、注液口１５はシー
ス１１の内部空間を経由してシース１１の先端開口に連
通している。
【００１５】このシース基端口金１４の部分を含めて、
シース１１、操作ワイヤ１２及びバスケット１３が一つ
のユニット（シース部ユニット１０）として操作部ユニ
ット２０に対して着脱自在に構成されている。
【００１６】操作部ユニット２０は、操作部本体２１に
対してスライド自在に取り付けられたスライダー２２
に、操作ワイヤ１２の基端を固定するためのワイヤ固定
ネジ２３が配置され、操作部本体２１の先端に配置され
たシース固定ナット２４によって、シース部ユニット１
０との連結が行われるようになっている。
【００１７】図１は、シース部ユニット１０と操作部ユ
ニット２０とが連結されていない状態の連結部付近を示
しており、シース固定ナット２４は、操作部本体２１の
先端部分に形成された円周溝２５に係合して、軸線周り
に回転自在であるが軸線方向には操作部本内２１から外
れないようになっている。
【００１８】シース固定ナット２４の先側近傍部分の内
周面には、シース基端口金１４の基端に形成された雄ネ
ジ部１６と螺合する雌ネジ部２６が形成されている。ま
た、シース固定ナット２４内には、例えばシリコンゴム
等のように弾力性のある材料からなるシール用のＯリン
グ２７が、シース固定ナット２４内から落下しないよう
に嵌め込まれている。ただしＯリング２７は、弾力的に
変形させることによりシース固定ナット２４に対して着
脱することができる。
【００１９】操作ワイヤ１２がシース基端口金１４内か
ら突出して露出する部分には、例えばステンレス鋼管製
の補強パイプ１２ａが被覆されており、その突端には、
ワイヤ固定ネジ２３による固定部からの抜け止め用とし
て機能する太径部１２ｂが形成されている。
【００２０】そしてＯリング２７は、シース部ユニット
１０を操作部ユニット２０に連結する際には、内部を操
作ワイヤ１２の抜け止め用太径部１２ｂが通過すること
ができる内径寸法に形成されている。
【００２１】図３は、シース部ユニット１０と操作部ユ
ニット２０とが連結された状態の連結部付近を示してお
り、シース基端口金１４の雄ネジ部１６にシース固定ナ
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ット２４の雌ネジ部２６を螺合させることにより、シー
ス基端口金１４の基端面がシース固定ナット２４内に引
き込まれ、操作部本体２１の先端面とシース基端口金１
４の基端面との間にＯリング２７が挟み付けられて潰さ
れた状態になる。
【００２２】すると、Ｏリング２７の外周部はシース固
定ナット２４の内周面に圧接してそれより広がることが
できないので、シース固定ナット２４が締め込まれるの
につれてＯリング２７の内径が縮径し、操作ワイヤ１２
の補強パイプ１２ａの外周面にＯリング２７が密着する
状態になる。その結果、操作ワイヤ１２は、補強パイプ
１２ａの外周面がＯリング２７によりシールされた状態
で軸線方向に移動自在な状態になる。
【００２３】このようにして、シース部ユニット１０と
操作部ユニット２０とが機械的にしっかりと連結される
のと同時に、シース基端口金１４の基端部がＯリング２
７によって確実にシールされ、注液口１５から注入され
た液は操作部ユニット２０との連結部で漏れ出すことな
くシース１１の先端へ送られる。
【００２４】図４は、本発明の第２の実施例のシース部
ユニット１０と操作部ユニット２０との連結部を示して
おり、連結部をシールする部材としてＯリングに代え
て、操作部本体２１の先端部分に一体化された弾力性の
あるテーパ筒状部材１２７を用いたものである。テーパ
筒状部材１２７は、テーパ孔状に形成されたシース基端
口金１４の基端部内周面に嵌まるように構成されてい
る。
【００２５】その結果、シース基端口金１４の雄ネジ部
１６にシース固定ナット２４の雌ネジ部２６を螺合させ
ることにより、テーパ筒状部材１２７の外周面がシース
基端口金１４のテーパ面に密着すると同時に、テーパ筒
状部材１２７の先端部分が縮径方向に押し潰されて補強
パイプ１２ａの外周面に密着し、第１の実施例のＯリン
グ２７と同様に作用する。
【００２６】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えばバスケット１３部分がポリープ切除
用のスネアループであってもよく、或いはシース１１の
側面から導電ワイヤを露出させた高周波切開具等であっ
てもよい。
【００２７】
【発明の効果】本発明によれば、シース部ユニットに設
けられた注液口から注入された液体がシース部ユニット
の基端部から漏出するのを阻止するためのシール手段を
操作部ユニット側に設けたことにより、シース部ユニッ
トを使い捨てた場合のロスを少なくすることができ、シ
ース部ユニットが操作部ユニットに取り付けられた状態
では、シール手段がシース部ユニット側から圧迫される
ことにより操作ワイヤの外周面に密接して、シース部ユ
ニットの基端部分を完全にシールした状態にすることが
できる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用処置具のシー
ス部ユニットと操作部ユニットとの連結部が分離した状
態の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用処置具の側面
図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用処置具のシー
ス部ユニットと操作部ユニットとの連結部が連結された
状態の側面断面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡用処置具のシー
ス部ユニットと操作部ユニットとの連結部が連結された
状態の側面断面図である。
【符号の説明】
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１０  シース部ユニット
１１  シース
１２  操作ワイヤ
１２ａ  補強パイプ
１４  シース基端口金
１５  注液口
１５  雄ネジ部
２０  操作部ユニット
２１  操作部本体
２４  シース固定ナット
２６  雌ネジ部
２７  Ｏリング（Ｏリング）
１２７  テーパ筒状部材（Ｏリング）

【図１】 【図２】
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